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強くしなやかな
JR産業を築くために

組織と運動を磨き、責任ある活動を
全力で推し進めよう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
７
月
24
日
よ
り
各
種
委
員
会
を
開
催
し
、
第
34
回
定
期
大
会
で
確
認
さ
れ
た
運
動

方
針
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
各
会
議
に
出
席
し

た
各
種
委
員
は
、
各
単
組
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
討
議
を
行
い
、
各
種
課
題
の
解
決
に

向
け
、
各
単
組
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
各
単
組
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
に
耳
を
傾
け
、
次
代
を
見
据
え
、
未
来
志
向
の
運

動
を
引
き
続
き
力
強
く
展
開
し
て
い
く
。

□ 

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

（
７
月
24
日
）

　

各
単
組
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を

含
む
９
人
の
委
員
と
グ
ル
ー
プ

労
組
か
ら
３
人
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
の
も
と
、
重
大
労
災
や
危

険
な
事
象
が
未
だ
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
共

有
し
、
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係

労
働
者
の
死
亡
事
故
・
重
大
労

災
ゼ
ロ
」
を
テ
ー
マ
に
引
き
続

き
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
を
確

認
し
た
。

　

福
知
山
線
列
車
事
故
を
忘
れ

ず
悲
劇
を
絶
対
に
繰
り
返
さ
な

い
、
と
い
う
強
い
決
意
の
も
と
、

す
べ
て
の
職
場
に
お
け
る
安
全

確
立
に
向
け
て
取
り
組
む
認
識

を
共
有
化
す
る
と
と
も
に
、
安

全
衛
生
委
員
会
活
動
を
充
実
強

化
さ
せ
る
方
針
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
４
日
に
京
都
に

お
い
て
開
催
す
る
第
13
回
安
全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
、
テ
ー

マ
を
「
原
点
に
立
ち
返
り
、
業

務
・
労
働
環
境
の
実
情
・
変
化

に
即
し
た
仕
組
み
を
構
築
す
る
」

と
し
、
基
調
講
演
と
し
て
関
西

大
学
の
安
部
誠
治
名
誉
教
授
と

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
の

松
田
文
子
特
別
研
究
員
を
お
招

き
し
、
基
調
講
演
を
頂
く
こ
と

や
、
単
組
の
取
り
組
み
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
確

認
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
安
全
指
針
・
重
大

労
災
防
止
の
行
動
指
針
等
の
活

用
と
見
直
し
も
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

【
交
運
共
済
】

 

総
合
共
済
の
制
度
改
定
を
決
定

第
１
２
９
回
通
常
総
代
会
開
催

連合ＨＰにカスハラに関するＪＲ連合の取組みが掲載

□ 

第
１
回
労
働
政
策
委
員
会

（
７
月
24
日
）

　

各
単
組
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を

含
む
９
人
の
委
員
と
、
グ
ル
ー

プ
労
組
か
ら
３
人
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
も
と
、
当
面
す
る

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
方
針

の
検
討
や
、
建
設
業
に
お
け
る

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
、

新
た
に
策
定
し
た
「
中
期
労
働

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４

－

２

０
２
８
」
で
掲
げ
る
労
働
条
件

の
実
現
に
向
け
た
労
働
協
約
改

訂
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
討

議
を
行
っ
た
。
特
に
、
２
０
２

５
春
季
生
活
闘
争
に
向
け
て
、

社
会
水
準
を
意
識
し
て
引
き
続

き
取
り
組
む
こ
と
や
、
産
別
方

針
を
一
層
浸
透
さ
せ
る
こ
と
、

妥
結
時
期
の
早
期
化
に
対
応
す

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
賃
金
実
態

調
査
を
「
Ｊ
Ｒ
７
単
組
」
「
グ

ル
ー
プ
労
組
」
「
自
動
車
連
絡

会
」
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施

し
、
賃
金
目
標
や
世
間
水
準
等

と
の
比
較
・
検
証
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。

□ 

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

　

 

推
進
委
員
会
（
拡
大
）

（
８
月
20
日
）

　

各
単
組
か
ら
拡
大
メ
ン
バ
ー

を
含
む
委
員
14
人
の
参
加
の
も

と
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
浸
透
と
実
践
に
向
け
た
議
論

を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
各
単
組
の
組
織
担

当
者
を
含
め
た
拡
大
形
式
で
実

施
し
、
最
近
の
労
働
情
勢
に
つ

い
て
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

政
策
・
組
織
の
戦
略
的
展
開
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

　

具
体
的
に
は
、
民
主
化
当
該

単
組
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と

　

さ
ら
に
、
連
合
が
実
施
す
る

「
２
０
２
４
年
度
労
働
条
件
関

係
調
査
等
」
を
全
単
組
で
実
施

す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
作
成

し
て
き
た
労
働
条
件
比
較
表
の

更
新
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
も

確
認
し
た
。

の
ほ
か
、
「
労
働
基
準
関
係
法

制
」
の
見
直
し
や
、
直
面
し
て

い
る
各
種
産
業
政
策
課
題
に
関

連
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

入
れ
な
が
ら
発
行
す
る
こ
と

と
し
、
機
関
誌「
て
る
み
に
」

に
つ
い
て
は
10
月
に
開
催
す

る
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
特

集
し
、
年
度
内
を
目
途
に

発
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
や
、F

a
c
e
b
o
o
k

、
Ｘ

（
旧T

w
itter

）、In
stag

ram

等
に
加
え
、
一
部
の
単

組
で
活
用
さ
れ
て
い
るL

IN
E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
な
ど
を
活

用
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
を
積
極

的
に
周
知
し
て
い
く
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

□ 

教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

（
８
月
22
日
）

　

各
単
組
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
を

含
め
た
担
当
者
11
人
の
参
加
の

も
と
、
本
年
度
の
教
育
・
広
報

活
動
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
た
。

　

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
第
23
回
青
年
女
性
役
員
研
修

会
」
を
１
月
中
旬
に
、
東
京
エ

リ
ア
に
て
集
合
形
式
で
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
前
年
度

は
電
力
総
連
と
連
携
し
て
開
催

し
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、

今
年
度
も
他
産
別
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

　

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
て
機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」

を
各
単
組
か
ら
の
寄
稿
を
取
り

の
総
合
共
済
が
２
０
０
５
年
４

月
に
制
度
改
定
さ
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
す
で
に
総
合
共

済
に
加
入
し
て
い
る
組
合
員
に

つ
い
て
は
、
月
額
千
円
の「
Ｊ
Ｒ

連
合
総
合
共
済
」
に
無
告
知
無

審
査
で
切
り
替
え
が
行
わ
れ
る

が
、
一
部
の
給
付
項
目
や
共
済

金
額
が
変
更
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
、
周
知
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
新
入
組
合
員
や
グ
ル
ー
プ

労
組
を
含
め
た
全
員
加
入
を
引

き
続
き
積
極
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
す
る
。
組
合
員
各
位
の

引
き
続
き
の
協
力
を
要
請
す
る
。

対
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し
て

宮
﨑
勝
典
総
代
（
Ｊ
Ｒ
連
合
会

計
監
査
）
か
ら
、
制
度
変
更
等

で
発
生
し
て
い
る
課
題
に
つ
い

て
引
き
続
き
真
摯
に
対
応
す
る

よ
う
要
請
す
る
発
言
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
定
款
や
規
約
等
の

一
部
改
正
に
関
す
る
議
案
が
提

起
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
提

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
代
会
の
中
で
、
交
運
共
済

　

交
運
共
済
の
第
１
２
９
回
通

常
総
代
会
が
７
月
30
日
に
都
内

に
て
、
１
０
０
人
近
い
総
代
の

参
加
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
市
朗
理
事
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
）
か
ら
、
こ

く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契

約
移
転
に
つ
い
て
、
組
合
員
各

位
の
奮
闘
に
改
め
て
感
謝
の
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

理
事
側
か
ら
の
事
業
報
告
に

第１回安全対策委員会

第１回労働政策委員会

教育・広報担当者会議

『JR連合ビジョン」推進委員会（拡大）

２
０
２
４
年
の
活
動
を
開
始

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
、
政
策
課
題
の
解
決
・
前
進
を
図
る

運
動
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
確
認 　

２
０
２
４
年
の
活
動
を
開
始

職
場
か
ら
の
安
全
確
立
、
政
策
課
題
の
解
決
・
前
進
を
図
る

運
動
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
確
認 　

　2023年５月に開設された連合の新サイト「RENGO ONLINE（連合オン
ライン）」の特集記事として、ＪＲ連合のカスハラに関する取り組みが掲載
された。
　本年５月以降、ＪＲグループ各社においてカスハラに対する基本方針が
発表されているが、策定に至るまでの単組における取り組みや今後の課題
などについて取材され、記事化されたものである。
　ＪＲ連合は、本年４月、厚生労働省「雇用の分野における女性活躍推進
に関する検討会」において、ＪＲ産業におけるカスタマーハラスメントの
実態についてのヒアリングを受けた。そこで主張した内容は厚生労働省ホー
ムページに掲載され、マスコミ等で取り上げられている。
　ＪＲ連合は、ＪＲ産業に集う全ての労働者の働きがいを高めるため、カス
ハラの根絶に向け、加盟単組と連携し、引き続き取り組む。

　利用者の「カスハラ」にNO！
　　　　　 労働者の声を踏まえ「基本方針」策定

https://www.jtuc-rengo.or.jp/rengo_online/2024/06/20/3404/

　第34回定期大会以降に開催した執行
委員会（第１回：６月18日、第２回：
７月29日、第３回：８月29日）におい
て、下表のとおり三役・執行委員の任
務分担を決定するとともに、特別執行

委員の指定を行った。
　また、単組大会における役員改選に
より一部役員を補充する必要が生じた
ことから、第２回・第３回執行委員会
において承認した。

役職名 氏　名 任　務　分　担

会　長 荻山  市朗 総括・ＪＲ私傷病共済運営委員会委員長

副会長

人見　圭一 産業政策委員会副委員長

小林　徹志 ＪＲ連合ビジョン推進委員会副委員長

尾内　裕昭 労働政策委員会委員長、組織・財政検討委員会委員長

上村　良成 産業政策委員会委員長、政治対策委員会委員長

大谷　　清 男女平等参画推進委員会委員長

吉田　祥司 安全対策委員会委員長

辻村　和裕 組織・財政検討委員会副委員長

事務局長 政所　大祐 事務局総括、総務財政局長・福祉対策局長兼務、ＪＲ私
傷病共済運営委員会事務局長、退職者連絡会担当

執行委員

宮野　勇馬 企画局長、広報局長、ボランティア担当、総務財政担当、
ＪＲ私傷病共済担当、ＪＲ健保担当

相良　夏樹 組織局長、政治局長、男女平等参画推進担当、青年・女
性委員会担当（主査）、自動車連絡会担当（副主査）

石川　敏也 産業政策局長、安全担当、自動車連絡会担当（主査）

住吉　一家 労働政策局長、教育局長、国際局長、グループ労組担当、
医療連絡会担当、青年・女性委員会担当（副主査）

今井　孝治 安全対策委員会副委員長

羽野　敦之 労働政策委員会副委員長

吉田　春菜 男女平等参画推進委員会副委員長

会計監査員
宮﨑　勝典

福本　英治

特別執行委員

奥村　敬弥 グループ労組連絡会代表幹事

李澤　亮汰 青年・女性委員会議長

坂上　拓也 青年・女性委員会事務長

慶島　譲治 中央交運労協派遣（事務局長）

中山　耕介 連合本部派遣（組織企画局長）

本田　雅明 こくみん共済coop派遣（交運共済専務理事）

２０２４年度役員任務分担を決定２０２４年度役員任務分担を決定



ＪＲ連合令和6年（2024）9月1日 第 673号（２）
　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
方
協
議
会

は
、
７
月
22
日
、
名
古
屋
市
に

お
い
て
第
33
回
定
期
委
員
会
を

開
催
し
、
向
こ
う
１
年
間
の
運

動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鎌
田

隆
司
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
中
央
執
行
副
委
員
長
）
は
、

ま
ず
、
開
催
当
日
に
発
生
し
た

豊
橋
駅
〜
三
河
安
城
駅
間
に
お

禍
で
激
変
し
た
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
、
労
働
組
合
も
変
革

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、

地
域
公
共
交
通
な
ど
の
産
業
政

策
課
題
や
組
織
強
化
・
拡
大
、

労
働
条
件
向
上
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
中
部
交
運
労

協
か
ら
冨
田
和
夫
副
議
長
、
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
宮
野
勇
馬
企
画
局

長
、
そ
し
て
伴
野
豊
衆
議
院
議

員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談

会
・
副
会
長
）
、
河
合
洋
介
愛

知
県
議
会
議
員
が
出
席
し
、
激

励
・
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
宮
野
企
画
局
長

は
、
６
月
の
定
期
大
会
で
Ｊ
Ｒ

産
業
の
大
転
換
期
に
臨
む
べ
く

向
こ
う
一
年
の
運
動
方
針
を
確

認
し
た
旨
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
必

要
性
、
政
策
課
題
の
解
決
に
不

可
欠
な
政
治
運
動
へ
の
協
力
を

訴
え
た
。
ま
た
、
５
月
に
東
海

地
協
が
開
催
し
た
指
令
員
や
運

転
士
、
駅
係
員
の
意
見
交
換
会

な
ど
の
取
り
組
み
に
お
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
組

織
拡
大
に
向
け
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し

て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
を
誓
っ
た
。

　

そ
の
後
、
石
原
慎
太
郎
事
務

局
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中

央
執
行
委
員
）
よ
り
経
過
報
告
、

活
動
方
針
案
・
予
算
案
の
提
起

が
な
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、

満
場
一
致
で
議
案
の
承
認
が
な

さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
鎌
田
議
長
、

石
原
事
務
局
長
ら
が
再
任
さ
れ
、

鎌
田
議
長
に
よ
る
力
強
い
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
委
員
会
を

締
め
く
く
っ
た
。

「
次
の
20
年
を
展
望
し
た
運
動

を
展
開
し
よ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
前
年

度
の
経
過
・
決
算
報
告
、
新
年

度
運
動
方
針
・
予
算
案
が
提
起

さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
代
議
員
９

人
か
ら
、
情
報
発
信
の
強
化
や

若
手
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な

ど
組
織
拡
大
に
係
る
意
見
が
複

数
出
さ
れ
た
ほ
か
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
等
の
業
務

課
題
へ
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

人
見
圭
一
書
記
長
は
、
「
こ
こ

５
年
で
の
自
己
都
合
退
職
者
は

１
０
０
０
人
超
。
若
手
が
働
き

続
け
ら
れ
る
会
社
・
労
使
関
係

と
す
べ
く
し
っ
か
り
取
り
組

む
」
と
力
強
く
総
括
答
弁
を

行
い
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
労

組
を
発
足
当
時
か
ら
支
え
て
き

た
昆
委
員
長
が
退
任
し
、
人
見

け
る
保
守
用
車
同

士
の
衝
突
事
故
に

触
れ
、
安
全
確
立

の
重
要
性
に
つ
い

て
参
加
者
と
と
も

に
改
め
て
認
識
を

深
め
た
。
続
い
て
、

能
登
半
島
地
震
に

対
す
る
救
援
カ
ン

パ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
へ
の
参
加

に
感
謝
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
８
月
４
日
、

札
幌
市
内
に
て
第
23
回
定
期
大

会
を
開
催
し
た
。
主
催
者
挨
拶

で
昆
弘
美
中
央
執
行
委
員
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、
５

月
に
開
催
し
た
結
成
20
周
年
記

念
行
事
へ
の
組
織
内
外
か
ら
の

参
画
に
謝
意
を
述
べ
た
う
え
で
、

４
つ
の
主
要
課
題（
安
全
確
立
・

経
営
自
立
・
民
主
化
闘
争
・
離

職
防
止
）
を
提
起
。
特
に
、
未

だ
離
職
者
が
増
加
基
調
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
、
「
若
手
の
声
を

聞
く
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
、

氏
を
新
委
員
長
と
す

る
新
体
制
を
確
立
し

た
。
新
三
役
は
次
の

と
お
り
。

《
新
三
役
》

中
央
執
行
委
員
長

　
　

人
見　

圭
一

中
央
執
行
副
委
員
長

　
　

越
後　

真
一

書
記
長

　
　

斎
藤　

洋
治
郎

◆　

平
和
行
動
in
沖
縄

　

79
年
前
の
沖
縄
戦
の
犠
牲
者

ら
を
悼
む
「
慰
霊
の
日
」
で
あ

る
６
月
23
日
、
連
合
は
那
覇
市

内
に
お
い
て
、
２
０
２
４
平
和

行
動
in
沖
縄
「
平
和
オ
キ
ナ
ワ

集
会
」
を
開
催
し
た
。
「
語
り

継
ぐ
戦
争
の
実
相
と
運
動
の
継

続
で
恒
久
平
和
を
実
現
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
同

集
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
と
と
も

に
５
名
が
参
加
し
た
。

　

集
会
の
第
１
部
で
は
、
沖
縄

国
際
大
学
経
済
学
部
・
前
泊
博

盛
教
授
か
ら
「
再
考
・
日
米
地

位
協
定
」
と
題
し
た
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

第
２
部
の
平
和
式
典
で
主
催

者
を
代
表
し
挨
拶
に
立
っ
た
連

合
本
部
・
清
水
秀
行
事
務
局
長

は
、
沖
縄
県
民
の
深
い
傷
跡
や

負
担
の
大
き
さ
に
触
れ
、
「
沖

縄
だ
け
で
は
な
く
日
本
全
体
の

問
題
で
あ
り
、
平
和
で
安
心
な

社
会
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
働

く
う
え
で
絶
対
に
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
「
沖
縄
か
ら
の
平

和
ア
ピ
ー
ル
」
を
提
起
し
、
参

加
者
は
世
界
の
恒
久
平
和
の
実

現
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

◇

◆　

平
和
行
動
in
広
島

　

連
合
は
、
８
月
５
日
か
ら
６

日
に
か
け
て
「
２
０
２
４
平
和

行
動
in
広
島
」
を
広
島
市
内
で

開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
Ｊ
Ｒ

西
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
、
貨

物
鉄
産
労
の
仲
間
約
30
名
が
参

加
し
た
。

　

連
合
広
島
ス
タ
ッ
フ
の
ガ
イ

ド
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
広
島
地
本
青

年
女
性
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も

参
画
）
の
も
と
実
施
さ
れ
た
ピ
ー

ス
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
平
和
記
念

公
園
内
の
原
爆
ド
ー
ム
や
慰
霊

碑
な
ど
を
巡
り
被
爆
時
の
状
況

や
戦
争
の
実
相
に
触
れ
、
核
兵

器
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
や
戦
争

の
惨
禍
を
学
習
し
た
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
連
合

２
０
２
４
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」

で
は
、
連
合
の
芳
野
友
子
会
長
、

連
合
広
島
の
大
野
真
人
会
長
ら

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
「
平
和

を
願
う
気
持
ち
は
国
民
の
共
通

認
識
で
あ
る
が
、
行
動
に
移
せ

る
者
は
多
く
な
い
。
今
こ
そ

『
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒

久
平
和
の
実
現
』
に
向
け
て
力

を
結
集
し
よ
う
！
」
と
力
強
く

発
信
し
た
。
最
後
に
、
「
平
和

を
願
う
す
べ
て
の
仲
間
の
力
を

結
集
し
、
粘
り
強
く
運
動
を
展

開
し
て
い
く
」
と
し
た
ヒ
ロ
シ

マ
か
ら
の
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
全

体
で
確
認
し
た
。◇

◆　

平
和
行
動
in
長
崎

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
８
月
８
日
〜

９
日
の
２
日
間
、
連
合
「
２
０

２
４
平
和
行
動
in
長
崎
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
長
崎
市
内
各

地
で
開
催
さ
れ
た
集
会
や
慰
霊

式
等
に
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
お

よ
び
長
崎
地
本
を
中
心
と
す
る

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
組
合
員
と
と

も
に
参
加
し
た
。
参
加
者
は
、原

子
爆
弾
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々

を
悼
み
、
「
長
崎
を
最
後
の
被

爆
地
に
」
と
の
被
爆
者
か
ら
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
、
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
実
現
を

祈
念
し
た
。

　

８
月
８
日
、
長
崎
市
内
に
て

開
催
さ
れ
た
、
連
合
「
２
０
２

４
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」
で
は
、

長
崎
県
知
事
、
長
崎
市
長
ら
か

ら
挨
拶
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
爆
者
か
ら
当
時
の
凄
惨
な
状

況
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、
原

爆
の
非
人
道
性
を
学
ん
だ
。

　

８
月
９
日
に
は
「
２
０
２
４

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
、

連
合
長
崎
の
青
年
・
女
性
委
員

会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ガ
イ
ド

を
受
け
な
が
ら
、
爆
心
地
公
園

や
長
崎
市
平
和
公
園
、
平
和
記

念
像
な
ど
を
巡
っ
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
連
合
の
平
和

行
動
に
連
帯
・
参
画
し
、
世
界

平
和
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

東海地協第33回定期委員会

JR北労組第23回定期大会

平和行動 in 沖縄

平和行動 in 広島

平和行動 in 長崎

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
大鉄工業労働組合

　大鉄工業労働組合は昭和22年10月に結成（当時は
大阪鉄道工業労働組合）、ユニオンショップ制を採用
し、執行部10名、支部役員各支部３名（11支部）、組
合員約1,000名の組織です。今年度は「踏み出そう
その一歩　変えていこう　末来のために！」をスロー
ガンに運動・活動を展開しております。
　会社は関西エリア全域と名古屋、北陸、四国に事業
所があり、ＪＲ西日本グループの総合建設会社として
線路・土木・建築部門が三位一体となり社会インフラ
の維持修繕・整備を行っています。
　ＪＲ西日本連合には1998年よりオブザーバー加盟
し、2023年から本加盟いたしました。引き続き、グ
ループ会社を利用する取り組みを大切にし、組合活動の
原点である「助け合い」の精神を発揮してまいります。
　コロナ禍により、一時は組合活動にも制限がありま
したが、昨年４年ぶりに労使共催運動会を開催できま
した。社員やご家族の皆さんが楽しそうに競技に参加
されている姿を見て、組合活動を継続してきて良かっ
たと改めて実感しました。今後も組合員の方に喜んで
もらえるようなレクリエーションを企画運営していき
たいと思います。

　２０２４春闘では、数年来要望していた定期昇給の
上限年齢を50歳未満から満59歳未満まで引き上げる
ことができ、組合員だけではなく非組合員のモチベー
ション向上にも繋がったと思います。
　今後も組合員が「働きがい」「生きがい」を実感で
き、楽しく仕事を進めることができるよう労働条件の
向上・改善や、新たな施策・取組みを進めてまいりま
す。皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

東
海
地
方
協
議
会
第
33
回
定
期
委
員
会

環
境
の
変
化
に
あ
わ
せ
て

地
協
活
動
も
変
革
を　

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
23
回
定
期
大
会

新
体
制
で
組
織
を
更
に
強
化
し

若
手
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
に

連合２０２４平和行動

働く仲間とともに
世界平和の実現に向けて


